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Q：万が一筆記用具を忘れた場合、貸し出しはあるのですか？  

A：ないと思っておいてください。聞いたことがないです。友達に借りる。家に電話して持ってきてもらう。（一旦試験場から出て、

入場時にもう一度受験票を見せて入る。）など、自分でどうにかしましょう。というか、忘れないでね。 

 

Q：前期・後期・２次って何？合格はどの試験で決まるの？  

A：国公立の場合 前期…２月２５日に受ける大学独自の方式の試験です。後期…前期が不合格だった場合、３月１２日ごろに受ける

大学独自の方式の試験です。３月１０日ごろに中期試験もあります。これらを国公立の「２次試験」といいます。 

 

私立の場合 「前期」と言わずに、「一般入試」という名称でいうことがほとんど。２月上旬を中心に行われます。「Ａ日程入試」と

いう場合もあります。「後期」といわずに、「３月入試」と呼ぶことも多いです。大学によって、「Ｂ日程入試」「Ｃ日程入試」などの

方式もあります。自分が受ける大学の要項を熟読して受けましょう。 

 

合格が決まるのは、どの方式も、合格通知が来たら決まります。複数受かった場合、最終的にどの大学に行くかは自由に選べます。

ただし、お金の振り込みの締め切り日までに手続きしないと、入学する権利がなくなります。 

  

Q：大学入試の前期、後期とは何ですか？（センター試験や個別試験も） 

A：前期・後期は上で述べたので、センター試験と個別試験についてお答えします。 

センター試験というのは、大学入試のための持ち点をかせぐテストと思ってください。大学入試センターというところが主催で、そ

こが作るので、センタ－試験といいます。個別試験とは、各大学が個別に作成する試験のことです。 

  

Q：大学入試中、おなかが痛くなってトイレに行っても、戻って試験を続けられる？ 

A：続けられます。ただし、係の先生の指示に従って行動してください。 

 

Q：○大の前期と△大の後期を受けたいとなった時に、それは同時に出願するのですか、どうですか。 

A：もちろん同時に出願します。前期の結果を見てから出願というわけにはいきません。締め切り日を過ぎると受け付けてもらえませ

ん。要注意です。 

 

Q：センター試験後は、その問題の解き直した方が良いですか。やらずに過去問をする方が良いですか。 

A：本番のセンター試験が終わったら、すぐに２次試験の準備が始まります。また、私立大学入試も始まります。そういう意味では、

センター試験の解き直しは、間違ったところを理解するだけにとどめて、一刻も早く次に進む方がいいでしょう。 

 

Q：センターボーダーってのは、確率５０％のことなんですか？ 

A：予備校によって、50％のときや60％のときがあります。50％（半分の確率）と思って頑張る方がいいかもしれません。 

 

Q：私立で、立命館とか龍谷とかは、絶対受けた方がいいのですか？  

A：そんなことはありません。ただ、国公立を第1志望とする多くの人が、３パターンを考えて私立も受験します。私立大学で最も行

きたい大学、自分の実力に見合った大学、いわゆる滑り止めの大学、という３パターンです。それが立命館大学であるのか、龍谷大

学であるのかは、その人次第です。  

 

Q：今の時点で私立を決めてしまうことはダメなことですか。やっぱり２校などは考えておいた方がいいのでしょうか。  

A：ダメなことはありません。上のお答えに書いたように、３大学のパターンは早くから意識しましょう。今の時点の３大学パターン

を、決まるものなら早めに決めましょう。ただし、焦らなくていいですよ。 

 

大学入試についての素朴な疑問 第２弾！！（３組に聞きました） 

 。 



Q：私立の大学は、どうやって願書を取り寄せますか？  

A：１年生のときに、マイナビ株式会社とかいろんな会社の、無料で取り寄せられる資料を配付しましたよね。 ３年生になってもその

ような案内がたくさん来るので、それで取り寄せる手があります。大学のＨＰから申し込む方法もあります。オープンキャンパスに行

っていただいてくる方法もあります。 

 

Q：私立大学出願に必要なもの（提出するもの）は願書だけですか。  

A：学校が発行する調査書が必要です。これは、12月に学校に申し込んで、1月初旬に手渡されることになっています。ただし、早く必

要な場合も出てきますので、必要なときにその都度申し込んでください。その他、受験料の振り込み証明書、顔写真など、複数の提出

物があります。入試要項をよく読んで、期日までに自分で用意して出願しましょう。 

  

Q：私服で行っていいのですか。 

A：浪人生は私服ですが、現役生の多くは制服です。絶対に制服でなければならないことはありませんが、いずれにしても温度調節のた

めの着脱ができるようにしてください。先輩方の経験上、制服の方が落ち着くという意見が多数を占めます。 

  

Q：もし、県外の大学の入試へ行く場合、ホテルはいつごろから予約しておくべき？ 

A：早ければ６ヶ月前からネット予約できます。そのためには、受験計画を早く立てなければなりません。１月に入ると、予約が取りに

くくなります。 

 

Q：各大学の受験科目などがすぐに見られる場所や物ってありますか？いつもネットで見ていますが、そこまでたどりつくのが大変で

す。 

A：進路室に数種類の冊子があります。３年生になったら全員に配布されるものもあります。ただし、最終的には、各大学の受験要項で

確認しなければならないので、早めに大学の要項を取り寄せましょう。 

  

Q：模試の解き直しや次の模試の前に見直したいのに時間がない！！ 

A：３年生になったら時間ができます。隙間時間にふっと見直しできるときもあります。 その時に見直したり解き直したりしましょう。

そのためにも、問題、解答、解答用紙、結果の個票などを模試ごとに大封筒にまとめて保管しておきましょう。管理能力がある人が受

験には強いのです。 

 

Q：山口大学はどんな大学でしょう。 

A：行った人からはとてもいい大学だと聞いています。どこの大学も、それぞれ魅力があります。その大学で何ができるのかをしっかり

調べて、自分のしたいことができる大学を受験しましょう。 

 

Q：前期には決められた教科の試験を受けるほかに面接や小論文だけのところもあるのですか？ 

A：あります。各大学の要項でしっかり確認しましょう。 

  

Q：センターはなんでマーク式？ 

A：短時間で、客観的に公平に採点するには better だったのだと思います。デメリットもあるので、３年後には記述も入ってきます。 

  

Q：マーク用紙にマークするおすすめのタイミングとは。 

A：人それぞれ好きなタイミングは違うので、どれがお勧めとかは言いづらいのですが、マークのずれがないようなタイミングがいいで

すね。大問ごとにまとめるとか、小問ごとにこまめにするとか、模試ごとに試してください。 

  

Q：国公立の二次試験はどの国公立大学も同じ日にちですか。 

A：前期は毎年２月２５日ぐらい。中期は３月８日ぐらい。後期は３月１２日ぐらい。ほぼ同じ日にちです。 

 

 Q：試験の座席はどうやって決まるのですか。 

A：受験番号は、入試センターが決めます。 文系・理系で分かれたり選択科目で分かれたりいろいろです。友達と一緒にはなれないと

思っておいた方が無難かも。 

 

Q：センターの自己採点が志望校のボーダーに満たない場合は、出願できないのですか。 

A：出願はしてもいいけど、判定がEの場合は、ほぼ合格は無理です。また、一段階選抜という、いわゆる「あしきり」制度にひっかか

り、二次試験が受けられない場合もあります。 ボーダーにはぜひ乗るように頑張りましょう。 


